
 

  

■ はじめに 
夜間採食を行う動物について、観察によってその食

性を詳細に評価することは容易ではない。このため、
農地を餌場として利用する動物に対して、時に科学的
根拠に乏しい農業被害の認識がなされることがある。
霞ヶ浦周辺の蓮田では、水鳥がレンコン (ハス) を採食
する明確な根拠のないまま防鳥ネットが張られ、多数
の水鳥が羅網して死亡し、関係者間の対立が生じてい
る。我々は、蓮田においてどの鳥が何を食べているの
かという実態を明らかにするため、特定のDNA領域に
おける塩基配列を解読して生物種を同定するDNAバー
コーディングに着目した。蓮田の畔に落ちている水鳥
の糞からDNAを抽出し、鳥類と植物のDNA塩基配列を
解読し採取してデータベースと照合することで、鳥類
の種とその食物を特定することができる。さらに、近
年は次世代シーケンサーの普及により、糞から大量の
DNA塩基配列のデータを得ることが可能になったため、
詳細な食物構成が明らかになることが期待される。な
お、DNAの分析では植物の部位までを識別することが
できないので、糞から検出された植物については、植
物の種名であるハスと記述する。 

 
■ 活動内容 
１．植物のDNAデータベースの作成 
水鳥の糞から検出されたDNAから植物を識別するた

め、 霞ヶ浦の湖岸や蓮田周辺に生育する維管束植物
108種を採取し、葉緑体trnL P6loop領域の塩基配列を用
いたデータベースを作成した。その結果、107種の塩基
配列解読に成功した。このうち73%が種に特異的な塩
基配列だった。 
２．糞のDNA分析 
 2015年11月から2016年2月にかけて、土浦市沖宿、稲
敷市稲波干拓、行方市繁昌の蓮田において水鳥の糞を
採取し、DNAを抽出した。抽出DNAからミトコンドリ
ア12S領域の一部のDNA塩基配列を解読し、web上のデ
ータベースと照合することで鳥類種を識別した。また、
葉緑体trnL領域の一部のDNA塩基配列を解読し、独自
に作成した植物のDNAデータベースと照合することで
水鳥が採食した植物を識別した。 
蓮田周辺で採取した水鳥の糞は、オオバン、オナガ

ガモ、コガモ、ヒドリガモ、マガモもしくはカルガモ、
ヨシガモに由来していた。水鳥の糞からは、合計36種

類の植物のDNA が検出され、ハスのDNAも含まれて
いた。ハスの他には、ウキクサやイネ、畔に生える草
本などが検出された。水鳥の食物構成は地域によって
異なっていたが、どの地域でも、レンコン収穫の後期
になると糞からのハスの検出頻度が増加した。このこ
とは、2月には餌が乏しくなり水鳥にとってハスの重要
性が増す、もしくは収穫済の蓮田周辺における廃棄レ
ンコンの量が増え、水鳥が利用しやすくなることが原
因であるかもしれない。今後、さらに広域を対象とし
た調査により、水鳥の農地における食物利用の実態を
明らかにすると同時に、水鳥に採食されたハスの部位
の推定、また、採食されたハスが未収穫のレンコンに
由来するのか廃棄レンコンに由来するのかなど、被害
の実態解明に向けた調査が必要である。DNAバーコー
ディングに基づく食性解析により、水鳥によるレンコ
ン食害問題の実態解明に向けた糸口をつかむことがで
きたと考えられる。 
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